
スル〆イカの資源学的研究一Ⅱ

日本海西南海域における系統群についての検討

安達 朗

日本海西海海域におけるスルメイカの系統群についての論議は加藤（１９６４），浜部（１９６

６），伊東（１９７２）にエ，秋，冬，ＥZ生れの３系統群説が提起されている。これらの研究はい

ずれも成長現象を物理的時間を基準とした絶対成長からとらえ，スルメイカの寿命を約１年と想定

し，成長，成熟の差からの発生時期の推定によっている。一方，成長には体長と体重との関係とい

った相対成長の問題があり，両者とも生態学上において有効な手法として広く応用されている。著

者は多くの魚類において分類学，形態学の分野で採用されている相対成長を老)慮し，スルメイカの

外套長一体重における相対成長係数の変動を利用して系統群の判別を試みた。あわせてこれに絶対

成長を加味し，現に提起されている３系統群と結びつけ，この海域における系統群樽成を検討した

ので，その結果について報告する。

1．試料

使用した試料は１９７１年および１９７２年の５～９月に浜田沖から大系峰にかけての海域で釣

渡されたスルメイカについて，１標本につき７０尾以上をランダムサンプリングしたものと，１９

７１年および１９７２年の１０月から翌年の３月にわたって隠岐島に設置された定置網に入網した

スルメイカを同様に採集したものであり，合計２１標本，２，４０３尾である。標本の採集は原則と

して採集間隔を一定とし，月１回としたが，１９７２年１月は隠岐島においてスルメイカの漁狸が

たかったためその月にかぎり資料を欠いた。戎允，１９７２年９月は多項目測定を行なわなかった

ので雌雄に分類した測定資料を欠いている。標本の採集位瀝を第１図に示した。

Ｚ方法

スルメイカの外套長』と体重秒との関係式として”＝紐が適用され，』ケ，”－２ヶ，舟＋

知ノケゲ』と変換すると，相対成長係長九はＬ－“９２に対するＷ－Ｌａ９沙の回帰直線の係数

となる。との回帰係数”の信頼限界Ｒはウイルクス（１９５５）から
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第１図標本の採集位霞
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として求められる。得られた各標本の相対成長係数の信頼限界が重ならない場合には相対成長係長

に差があるものとし，信頼区間を指標として系統群を分類した。また各標本の平均外套長と相対成

長係長との間に直線関係が認められる場合，推定直線の信頼帯を落合（１９５２）の方法に上って
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作り，信頼帯に含まれる相対成長係数を持つ標本を同系統群，含まれたいものを異系統群とみなし

た。割算にあたってはいずれの場合も危険率０．０１とした。

3．結果および考察

１）相対成長係数のＩ信頼限界による系統群の判別

各標本の相対成長係長とその信頼区間および相対成長係数の季節的変動を示したのが第１表，第

２図である｡
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第１表スルメイカの相対成長係数とその信頼区間

、
③

￣

採集場所 年月Ｈ１ 尾数 外套長範囲
CZll

平均外套長
Ciｉｉ

体重範囲
，

平均体重
,

相対成長係
〃

数 相対成長係数の
信頼区間

日本海沖合

が

口

Ｐ

Ⅳ

隠岐島

〃

〃

口

〃

１９７１．５．１５

〃 ６．１５

〃 ７．２６

〃 ８．２１

Ｆ ９．１８

〃１０．１８

丘１１．１８

が１２．１９

１９７２．２．１０

〃 ３．２２ ４９８８６０７９９０９９２３９８９８７０
１１

１

１

１４．０－１９．０

１８．２－２５２

１９．８－２６７

２０５－２９．７

２２２－３０．０

２１，－２７．０

２１８－２９．３

２１．３－２７．６

１７．３－２７．５

２１．５－２６．８ ９２９１〃２１４牙３６１２５５３５４３４１２２２２２２２２２
５０－１５５

１２０－３７０

１８０－３８５

１６０－６０５

２００－６１５

１７０－４２０

１７０－６８０

２００－４２０

１００－４１０

１７０－４００

９９．４

２０８１

２５８５

３５３．１

３６７．５

２３９．１

８１６．５

２９８．０

２６９．０

２７４．８

２．５４８９

２．６０４７

２．５４４８

２６１４７

２`６２６０

３`３４３４

２Ｔ５４１

１８４４８

２４０４４

２．４２０９

２．６０２３－２．４９５５

２．６８１２－２．５２８２

２.５８５９－２．５０３７

２．６５６２－２．５７３２

２．６８７４－２．５６４６

3．４９２０－３１９４８

２８３０２－２．６７８０

１．９２５７－Ｌ７６３９

２．４６６６－２８４２２

２．４９２１－２０６８６

日本海沖合

〃

〃

汀

〃

隠岐島

汀

〃

〃

ロ

〃

1９７２．５－１８

■ ６．２２

〃 冠２４

〃 ８．２３

丘 ９．２０

〃１０２４

〃１１．１２

〃１２．２０

1９７３．１１４

灯 ２．１４

〃 ３．１２ ９９８４０９１０９９０４６９７０７７９９８９
１１１
２

１４８－２２．８

１７．１－２６５

１９．５－２７．５

１９．８－２９．１

１９－５－３１．０

２１－０－３０．５

２８４－３１．９

２２．０－２９．２

２１．９－２７．０

２Ｌ７－２８．３

１９．９－２Ｍ 川畑Ｍ則閉開閉卿棚朋珊１２２２２２２２２２２
７５－２５０

８５－３７０

１４０－４５０

１５５－５９５

１５０－６４０

１６０－７００

２３０－６６０

２００－４９０

１９０－４１０

２００－６２０

１５０－４００

１４６．６

１９７B２

２６６８

３４０．２

３７１．７

３５８３

４４９．１

B０３ｊＯ

３０８．７

３３Ｍ

２１８２

２．９９５４

２．８０５８

２．６６４６

３００７７

３．１７８２

３３８３８

２.８３９５

３０３１０

２．０２２３

２．８１４０

2．８７０４

３０００８－２．９９０５

２．９６８８－２．６４３３

２-６９８３－２．６３０９

３０３６０－２．９７９４

３．１８１９－３．１７４５

３．４５１３－３．３１６３

３０２７０－２.６５２０

３．１１５５－２．９４６５

２．２６１２－１．７８３４

２８８１７－２．７４６３

２．９８６７－２８０４１
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第２図ユルメイカの相対Hii長係数の変動
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これによると１９７１年５月～１９７２年３月の相対｣i帳係数は隠岐島の１０月における3．８４

３４から１２月の１．８４８４壷での範囲にある。信頼区間の重なり具合は,日本海沖合（５～９月）

か隠岐島の１１月につながり，１０月と１２そして２～３月とは相互に独立し４つの信頼区間とた

っている。１９７２年５月～１９７３年８月の相対成長係数は日｡q毎沖合においては前年よりも変

動が大きく，隠岐島でも１０月の８．８８８８から１月の２０２２３雷での範囲で前年とほぼ同じ傾

向がみられるＯ信頼区間は日本海沖合では一部をのぞくと，すべてが重なりあうことはないが，５

～９月までの平均外套長の増加を成長の連続とみなすと肌その僧jiZi限界は２．６３０９～８．１８１９

とたり，各月の相対成長係数は信鋼填界内に含注ｵしることになる｡これと隠岐島との関連mは１１～

１２月と２～８月につながり,,１０月と１月とは相互にiih立している。したがって３つの信頼区間
に分類される。

この結果から日本海沖合から隠岐島にかけての海域に8～４つの系統群の存在することが推定さ

れたが，とのうち日本海沖合と隠岐島の１１～１２月のものはこれまでの報告（加藤，１９６４；

浜部，１９６６）にみられる隠岐島で毛kイカと生ばれている系統群と思われる｡すなわち１９７１

年の場合は沖合から隠岐島の１１月に，１９７２年は１１～１２月に来遊してきたことにたり，年

－５６－



次によって来遊時期の異なることが考えられる。雀た冬イカと呼ばれているスルメイカ群は１２月

から翌年３月が漁期とたっているが，結果からみると１９７１年１２月と１９７２年２～３月とは

異なった系統群とたる。２～８月は採集月からみると浜部（１９６８）の報告した但馬沿岸の夏イ
カの構成員と思われる。

２）相対成長係数の雌雄による差異

雄および雌の相対成長係数（第２表）の変動を示したのが第８図，第４図である。

第２表雄と雌の相対成長係数

－５７－

採集
場所

年ＦｉＥ 性別 外
雫範囲 平均外

套長、！
体重範囲

,
平均体重

９
相対成長系数

〃

海合

島本〃〃〃〃肢””〃”
日沖

隠

1971.5.15

〃６．１５

”７．２６

〃８．２１

”９．１８

”１０１８

”１１．１８

〃１２．１９

1972.2.10

〃８．２２

８９

８９

８９

６９

６９

８９

８９

８９

８９

６９

１４．０－１９．０

１５０－１９．０

1８．２－２４．０
１８．５－２５２

１９．８－２６．７

２０．５－２６６

２０．５－２７．８

２１８－２９．７

２２２－２６．８

２８５－３０．０

２Ｌ0－２４．８

２２８－２７．０

２１．３－２７．４

２３８－２９．３

２１．８－２５４

２３９－２７．６

1７．８－２５．０
１９．５－２７．５

２Ｌ５－２６８
２２．０－２６．６

１６．４

１７．４

２ＬＯ

２１．２

２２．６

２８．１

２４４

２５８

２４．７

２６．７

２２．９

２４２

２４．８

２６．１

２５．５

２５５

２２．１

２４．９

２８．９

２４．５

５０－１５５

５０－１５０

１２０－８２０

１２０－８７０

１８０－３８５

１８０－３６５

１６０－４７０

２１０－６０５

２００－４６５

２５０－６１５

１７０－８３０

２２８－４２０

１７０－４００

２３０－６８０

２００－３４０
２５０－４２０

1００－８２０

１７０－４１０

1８０－３６０

１７０－４００

９１．５

１０５４

２０４．８

２１８．１

２５３２

２６５０

３８２．２

８７４．１

3８３６

８９８．９

２２８．６
２６５２

２８７．１

８４９．３

2７４．２

３２９８

２１７．７

３１３０

２６８１

２８０．５

2．３４８５
２９９１０

2．３３１９

２９８３２．

２４０４１
２．６４５３

3．６１４８

２．０８２６

2．７５５１

２９４７１

2．４２８４
８４２１１

3．４５４５

２．７０３９

1９９４２
１，６１６４

1．７８５２

２２６８０

3．４２０６

３４２１１

海合

島本〃〃〃肢”
日沖

隠

1972.5.18

〃６．２２

〃７.塾

〃８．２３

”１０．２４

〃１１．１２

３９

８９

８９

８９

８９

６９

1５５－２２．０
１４８－２２８

1８．１－２５０

１，－２６５

１９．５－２６０
２０．０－２７．５

１９．８－２７．４

２１．２－２９．１

２１．０－２８．３

２２汀－８０．５

２８４－２７．４
２１．４－３２．１

１８．９

１９．５．

２０．９

２１．７

２２．８
２８．６

２４７

２５２

２８．６

２６９

２５８

２８．１

７５－２１５

８５－２５０

１０５－８７０

８５－３５５

１４０－８８０

１６０－４５０

１５５－４９０
１９０－５９５

１６０－５１０

２６０－７００

２３０－４７０
３００－７３０

1４２．５

１５２３

１８９．１

２０６．７

２５８．１
２７５．２

３８０．２

８５０．２

２８４．０

４４６．７

２５７L９

４４７．０

2．８４３５
８８４２９

2．４４９２

３．００８４

2．９０１７
３２２５８

8．１５７９

８．２８５８

8．５０４０

３．６２８７

2．８５５８

２８５８４



３．５２６３

２．７８６５

１．７８３７

２１６９４

、

Ｏ卜国

５６７８９１０１１１２１２３月

第８図１９７１～１９７２年

雄雌別の相対成長係数の変動
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第４図 １９７２～１９７３年

雄雌別の相対成長係長の変動

ｏ－－－６
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日本海沖合では１９７１年８月をのぞくと，いずれも雄妙も雄の相対成長係長が大きく，その

差は６月以降しだいに小さくたる傾向がみられろ。隠岐島では季節的に大きくて複雑な変動を示し

ている。

前項で信頼区間が重なることにより日本海沖合（１９７２年５～９月）と隠岐島（１９７３年２

～３月）とがったかっていることを述べたが，該当期間の日本海沖合の相対成長係数は雌が大きく，

反対に隠岐島では雄が大きくなっている。また第１表に示した平均外套長も５～９月が２～８月に

くらぺて大きい。このことはたとえ信頼区間が重なりあったとしても，質的に明瞭な相違のあるこ

とを示し，外套長の成長においても系統的速続のないことを示している。したかって隠岐島（１９

７３年２～３月）と日本海沖合（１９７２年５～９月）とは異友った系統群であるといえる。

つぎに同系統群と推定された日本海沖合（１９７１年および１９７２年５～９月）と隠岐島（１

９７１年１１月，１９７２年１１～１２月）の雄錐の相対成長係数の相対差の変動を示したの力蕊

５図である。

-５９－



両年とも６月以降しだいに相対

差ﾇＭ、さくなり，１９７１年は

１１月，１９７２年は１２月に逆

転している。この現象をスルメイ

カの成長から産卵にいたるまでの

相対差の変動パターン，すなわち

未成体期においては雌の相対成長

係長力爽僧よｂも大きく，成熟する

にしたがって雌雄の差が小さくた

り，完熟期あるいは産卵期に入る

％

１
１

｢１
Ｌ」こ

つ
一

一摩一一．（】一（一戸－
１
１

筧
巨
‐
（
一
色

１
１

と逆に雄の相対成長係数が大きく ５６７８９１０１１１２月

同一系統群の雄雌における相対成長

係数の相対差の変動

たるという仮説（安達，１９７４）第５図

から産卵期は１１～１２月と推定

され，これらは広く日本海沖合に

分布している秋生れ系縊洋（新谷，

１９６８；伊東，１９７２）と判定されろ。

。１９７１年，・１９７２年

Ｓ）相対成長係数と平均外套長の関係

平均外套長の増加にしたがって相対成長係数も大きくなる傾向がみられ，両者の間に直線関係が

認められるので，推定直線とその信頼帯を求めて第６図に示した。

、

ｒＵ
Ｌ」

１
Ｊ

Ｆ
Ｉ
Ｌ 囚巴

ｊ

ｎＣ

づ□

1６１８２０２２弘２６２８３０ｃｍ

相対成長係数と平均外套長との関係

。１９７１～１９７２年，・１９７２～１９７３年

第６図

､－６０－



信頼帯の上側と下側にはずれろもの２群と信頼帯に含まれる１群の合計８群の存在が推定される。

これを年i欠ごとに分離し，１，２項で分類した系統群をマークして図示すると第;７図「第８図と

なる｡

、

Ｙ
Ｊ

ｒ
Ｉ
Ｌ

「可

Ｌ」

１６１８ ２０コ叫鞍２４２６２８３０ｃｍ

第７図系統群の判別１９７１～１９７２年
､、ｊ１ｒ

●５～９月（日本海沖合）……秋生ｵｌｊ群回１－２月－－－(隠岐一島）

ロ１０月（隠岐島）△２月，８月（〃）

Ｃｌ１月（〃）･…･秋生れ群

、

ｒ１

Ｌ｣

＆＿ﾆヨ

１６１８２０２２２４２６２８３０ｃｍ

統群の判別１９７２～１９７８年

。５～９月（日ｵS梅沖合川…･秋生９１℃群

ロ１０月（隠岐島）

。１１月，１２月（隠岐島）．.…秋生れ群

第８図系

■１月（隠岐島）

△２月，．８月（〃）

－６１－



と五ばろと両年とも信頼榊上側にはずれて瞬乃のは隠岐島の，０月である｡信頼帯に含雀れ

るのは秋生れ群とN劉皮島の１９７８年２～８月であるが，後者は前項で示したとおり秋生れ群とは

異なる。信頼帯の下側にはずれるのは隠岐島の１９７１年１２月と１９７３年１月おょび１９７２

年２～８月である。このうち１９，７２年２～３月は相対成長係数の信頼区間が独立しているので別

系統群である。したがって両年の隠岐島の２～３月は秋生れ群とも異なり信頼帯の下側にはずれて

いる系統群とも異友ることにたるので，信頼帯によって推定された８群は実際には４系統群となる。

これらを整理したものが第９図であるが隠岐島の１０月の標本をＡ群，日本海沖合と隠岐島の１

９７１年１１月，、１９７２年１１～１２月をＢ群，隠岐島の１９７１年１２月,１９７８年１月を

、

4.0

3.5 》
3.0 ●

●△

●

2.5

一一2.0 ～
□

、

1５

１６１８２０２２２４２６２８３０ｃｍ

第９図スルメイカ系統群

□Ａ群･……………．.（１９７１年１０月，１９７２年１０月）

。Ｂ群一…群(捌鍵二;；ｌｌ２,２月）
■Ｃ群…冬生れ群（１９７１年１２月，１９７３年１月）

△、群……群(l;;鵜二調）

Ｃ群，隠岐島の２～３月をＤ群と仮称する。これらのうちＢ群はすでに秋生れ群と推定されたが残

りを同様に発生時期を基準とした系統群に結びつけてみる。すなわち隠岐島海域に１１～３月まで

の間に来遊するスルメイカ群の外套長の組成は漁期が進むにつれて見かけ上小型化するという現象

がみられ（加藤，１９６４），またスルメイカの系統群別の成長型として秋生れ群＞冬生れ群＞夏

生れ群の傾向がある（伊東，１９７２）ので，これを系統群の交替と考えると，第１表の１１～３

月（Ｃ，Ｄ群）の平均外套長は時期が進むにしたがってしだいに小さくなる傾向があり，加藤（１

－６２－



９６４）の報告とほぼ一致している。つまＤＣ群は冬生れ群，Ｄ群は夏生れ群と推定される。Ａ群

は論拠と友るものがないので，この段階では発生時期を推定することができない。

４）系統群間における外套長一体霞の相対成長
一１－

全標本の平均外套長と平均体重との関係式は妙－０．０１９７２３０１３７となる（第１０図）。
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第１０図平均外套長と平均体重の関係
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これは漁期，漁場，性別，系統群をこみにしたほぼ固定された関係式とみたされ，外套長１６．０

６塊以上の個体について適用され得るであろう。

前項１～３において系統群の差異を検討したが第１０図についてその関係式を求めると，まず信

頼帯に含在れるＢ群（秋生れ群）の関係式は”－０．０１９２２３０４８４とたる。信頼帯の上側にはず

れるＡ群は標本が２つなので２点を結んだ力埴線の傾斜はいくらか｡､さく左ろであろう。Ｄ群（夏生

れ群）は４標本から関係式を求めると”＝０．０２８６Ｚ29444となる。Ｃ群（冬生れ群）は標本の

平均外套長がほぼ等しいので関係式を求めることができたいが，いずれにしても明確にしなければ

ならない課題である。これらの各系統群の平均外套長と平均体重との関係はそれが種内だけに限ら

ないことを示していると考えられる。

５）Ａ群の発生時期の推定

前項２で秋生れ群の発生時期を１１～１２月と推定したが，その時期を一応１１月とし，２ヶ年

の平均外套長および平均体重から新谷（１９７２）にしたがって外套長と体重の理論成長を求めた

（第３表，第１１図，第４表，第１２図）。成長式のＬｍａｘとＷｍａｘの値は定差図から求めた理

論値である。

Ａ群の外套長と体重はともにそれぞれの理論成長曲線に適合したいので秋生れ群でないと考えら

れる。ところが隠岐島の１０月と１１月に来遊するスルメイカ群は外套長からは大小を区別できな

い（加藤，１９６４；浜部，１９６６）ので，Ａ群と秋生れ群の外套長の成長率はほぼ同じである

ことが推定される。したがって第１１図において秋生れ群の理論成長曲線をＡ群に適合させると，

１９７１年１０月は秋生れ群よりも３ケ月，１９７２年は２ケ月遅れて発生していることにたり，

第３表秋生れ群の外套長の成長

１－－

瞳、
Ｌｍａｘ

Ｌｔ

ｌ＋ｅ28996-06007ｔ

－６４－

月 1１ 1２ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 1０ 1１

標本
平均値

理論値
,ｒ

1.4 2４ 4.1 6.7 10.2 14.2

18.0

18.0 ３２●●１１２２
23.1

23.4

25.0

24.9 ８８●Ｂ５５２２ 26.3

（269）
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第１１図 秋生れ群の外套長の理論成長曲線
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第４表鋏秋生れ群の体重の成長

にlJJ[二J
ＷｍａＸ

Ｗｔ－

ｌ＋ｅ49976-0.6651ｔ
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月 1１ 1２ １ ２ ８ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 1０ 1１

標本
平均値

理騰値
9t．

3２ 6６２ lＬ７ 222 40.7 780
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8４
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第１２図 秋生れ群の体重の理論成長曲線

。１９７１年

● １９７２年

一一一Ａ群

それぞれの発生時期は２月と１月にたる。一方，秋生れ群の外套長に対十ろ体重の増加率（相対

成長係数）は第１０図から８．０４８４で，Ａ群の外套長に対する体重増加率の２ヶ年の平均値は３．

８６８６である（第１表）。したがってＡ群の体重増加率は秋生れ群の約１．１０倍となるが，上述

のとおり外套長の成長率は両系統群ともほぼ等しいから，同一時期におけるＡ群の体重は秋生れ群

の体重の１．１０倍となる。このような考え方にもとづいて算出したＡ群の体重理輪値を第５表に示

した。これエリＡ群の体重理諭成長曲線を求め，第１２図においてＡ群に適合させると，１９７１

第５表Ａ群の体重理論値

－６６－

発生後の時間㈲ １ ２ ８ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 1０ 1１ 1２

秋生れ群から算出
した理論体重 ,｢

6８ 12.9 24.5 44.9 8０５ 135.3 21Ｌ５ 2９６８ 87ＴＯ 487k５ 477.8 501.6



年は２月，１９７２年は１月に発生したことにたる。このように外套長と体重の成長曲線からＡ群
の発生時期が共通して１～２月と推定された。すなわちＡ群は冬生れ群であるといえる。

ところで前項８においてＣ群を冬生れ群と推定したが，このＡ群との相違は相対成長係数値と出
現時期である。Ａ群の相対成長係数が３．３４８４～８．８８３８であるのに対して，Ｃ群は1．８４４

８～２．０２２３で極端な違いがみられる。出現時期はＡ群が１０月，Ｃ群が１２月と１月であり.，
１９７２～１９７３年は１０から１月注でのＡ群からＣ群へという外套長の成長に系統的な連続が

認められない（第１表）。雀た漁狼量といったiii的変動においてＣ群がＡ群にくらべてはるかに多

い（安達，１９７２）ということも，Ａ群がこれ窟でに報告されているＣ群（冬生れ群）の回遊経

路，時期（新谷，１９６８）とは異なっていることを示唆している。浜部（１９６６)は隠岐島の

９～１１月に来遊するスルメイカ群を一律に日本海沖合から南下してきた産卵群（秋生れ群）とし

ているが，これは例年，同一時期に同一系統群が来遊するという仮定にもとづいて外套長の成長や

成熟状態を検討した結果であろう。相対成長係数から判別された隠岐島の１０月にのみ出現したＡ

群という冬生れ群は成熟状態を検討していないため，これを論議するなにもの､左いが，今後解明

されたければたらない問題である。

4．結 ＝

これまでいくつかの項目にわけて論議を進めてきたが，それらの結果はスルメイカの系統群を相

対成長から導かれた形態的特徴（相対成長係数）と絶対成長から観察された生態的特徴（発生時期

の推定）とをあわせて検討したものである。現在，資源研究に用いられている系統群は漁業の実体

に応じた漁況予測の単位であると思われ，この意味からの生態的特徴による系統群の分類は具体的

な判別基準があいまい.で客観性にとぼしい。雀允，形態的特徴としての相対成長係数は,MAPＴｍ

（１９４９）が指摘しているように海洋壌境の時間的変動がスルメイカの寿命という時間内におい

て多様に働きかけ，それらの特徴を複雑にし解釈をむずかしくしている。しかし両者を比較した場

合，相対成長係数を基iiAとして判別した方がより具体的であり，形態的特徴と生態的特徴とが結び

つけられるかぎり，非常に有効な方法であると思われる｡

5．要約

１）浜田沖から大矛嘩にかけての海域と隠岐島で採集したスルメイカについて，外套長と体重

における相対成長係数から系統群を判別し，この海域における系統群構成を検討した。

１２）系統群は相対成長係数の信頼限界から8～４群，相対成長係数と平均外枩長における推定

直線の信頼帯から8群の存在力誰定された．
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８）雄と雌の相対成長係数の相違を検討した結果’３群と推定された系統群は実際には４群が

存在すると判定された。

４）４群と判定された系統群の発生時期を推進し，秋生れ，冬生れ，夏生れの８系統群に結び

つけたところ，冬生れ群の中に相対成長係数の大きい群と小さい群の２群の存在することが推定さ

れた。

５）各系統群の相対成長係数はそれぞれ異なるものと考えられ，秋生れ群の外套長と体重の関

係式として,、沙－０．０１９２４３０４８４が得られた。

６）４），５）から派生して秋生れ群の外套長と体重の成長式としてそれぞれ次の式が得られ

た。

４８０．６２６．９
Ｗｔ－Ｌｔ－

ｌ＋ｅ“９７６－０．６６５１ｔｌ＋ｅ２８９９６－０ＧＯｏ７ｔ

ただしｔ－０，１１月

７）相対成長係数の大きい冬生れ群は隠岐島の１０月にのみ出現した。また秋生れ群，相対成

長係数の小さい冬生れ群の隠岐島への来遊時期は年によって異たることがわかり，５～９月の日本

海沖合に分布しているスルメイカ群は秋生れ群，隠岐島の２～３月に来遊するスルメイカ群は夏生
蓉ご

れ群と推定された。

８）系統群の判別にあたって，相対成長係数を基準とした方が発生時期を基準とするよりも具

体的であり，両者が結びつけられるかぎり有効な方法であると思われる。

おわりに，この研究の機会を与えられ，ご指導いただいた島繩水産試験場新井都登司場長,山

崎繁海洋科長，報告作成にあたり有益な助言をいただいた漁業科長児島俊平博士，また標本の採集

に協力いただいた同場島根丸浅中正禄船長以下乗組員の方点，資料の整理作図にご協力いただいた

和田美佐子氏に心から感謝する。
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